
2020
第
171号 ３
2020
第
171号 ３

今
月
の
表
紙
『
み
さ
と
天
文
台
よ
り
　
冬
の
星
座
』



22020. ３

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
期
限
が
近

付
い
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
商
品
券
の
使
用
期
限
は
３
月
８
日
（
日
）】

・
期
限
が
過
ぎ
た
商
品
券
は
、
無
効
で
す
。

・
換
金
及
び
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
商
品
券
紛
失
時
、
再
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
商
品
券
の
購
入
は
、
２
月
28
日
（
金
）
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

■
日
時　

３
月
22
日
（
日
）　

　
（
受
付
）
14
時
～
（
閉
会
）
19
時

■
場
所　

紀
美
野
町
立
み
さ
と
天
文
台

（
松
ヶ
峯
１
８
０
番
地
）

■
参
加
資
格

①
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

②
紀
美
野
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

③
将
来
紀
美
野
町
に
移
住
意
思
の
あ
る
方

■
募
集
人
数　

男
女
各
15
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費　

２
，
５
０
０
円

■
申
込
方
法　

※
要
事
前
申
込
み

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
・
持
参
に
て
応
募
の
場
合
）

応
募
チ
ラ
シ
に
記
入
の
上
、
申
し
込
み
先

ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。

（
メ
ー
ル
に
て
応
募
の
場
合
）

次
の
５
項
目
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み
先

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
応
募
の
場
合
）

テ
レ
ビ
和
歌
山
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ

る
「
星
降
る
里
de
き
み
コ
ン
」
の
バ
ナ
ー

か
ら
、
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
ご
記
入
い
た
だ

き
、
応
募
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

３
月
11
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

株
式
会
社
テ
レ
ビ
和
歌
山

〒
６
４
０
‐
８
５
３
３

和
歌
山
県
和
歌
山
市
栄
谷
１
５
１
番
地

℡ 

０
７
３
‐
４
５
５
‐
５
７
２
１

Fax 

０
７
３
‐
４
５
２
‐
７
３
８
０

Mail info@
kim

ino-tow
n.telew

aka.tv

ご
注
意
く
だ
さ
い
！　

プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
使
用
に
つ
い
て

婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
星
降
る
里
de
き

み
コ
ン
」
参
加
者
大
募
集
!!

20
本
以
上
自
分
の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
の
食
べ
物
を
噛
み
砕
く
こ
と
が
で
き
、
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

紀
美
野
町
で
も
「
80
歳
以
上
（
90
歳
以
上
）

に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の
歯
を
保
と
う
！
」

と
い
う「
８
０
２
０
運
動
」「
９
０
２
０
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

80
歳
以
上
で
、
20
本
以
上
の
ご
自
分
の
歯

の
あ
る
方
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
表
彰
者
は
下
記
の
皆
さ
ま
で
す
。

２
月
17
日
に
、
当
町
の
建
設
課　

課
長

（
59
歳
）
が
、
公
正
な
入
札
を
妨
害
し
た
と

し
て
、
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
町
に
は
詳
し
い
情
報
が
入
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
実
確
認
が
取
れ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
事
件
内
容
に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
法
を
守
る
べ
き
立
場
の
職
員

が
、
公
正
な
入
札
を
妨
害
し
た
こ
と
が
事
実

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
公
務
員
と
し
て
あ
る
ま

じ
き
行
為
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼

を
裏
切
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
遺

憾
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
多
大
な

る
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
の
捜
査
等
に
よ
り
、
事
実
関
係
が
確

認
さ
れ
次
第
、
厳
正
に
対
処
し
て
く
と
と
も

に
、信
頼
回
復
に
向
け
、全
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
綱
紀
粛
正
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
18
日

　
　
　
　
　
　
　
　

紀
美
野
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺　

本　

光　

嘉

ま
た
、
中
学
３
年
生
、
小
学
６
年
生
で
む

し
歯
の
な
い
生
徒
の
表
彰
も
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
表
彰
者
は
、
中
学
３
年
生
で
35
人
中

22
人
、小
学
６
年
生
で
43
人
中
23
人
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯

が
あ
る
方
を
表
彰

紀
美
野
町
の
職
員
が
、
官
製
談
合

防
止
法
違
反
及
び
公
契
約
関
係
競

売
入
札
妨
害
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て

８
０
２
０
達
成
者
（
敬
称
略
）

　

今
岡
義
則
、
日
裏
善
三
、
宗
和
宏
禎

９
０
２
０
達
成
者
（
敬
称
略
）

　

松
上
昭
子

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

②
性
別　

③
年
齢　

④
ご
住
所　

⑤
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
お
よ
び

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
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海南税務署からのお知らせ
１．確定申告はもうお済みですか？

★今年も確定申告の期限が迫ってきまし
た。所得金額及び税額を正しく計算
し、期限内に申告・納税を済ませま
しょう。

★平成28年分以降の所得税等確定申告
書には、マイナンバーの記載と本人確
認書類の提示又は写しの添付が必要で
す。

　　
２．納付期限と振替納税の利用について

確定申告による所得税及び復興特別所得
税の納期限は３月16日(月)です。
申告書の提出後に、納付書の送付や納税
通知等による納税のお知らせはありませ
ん。
納付には便利な振替納税をぜひご利用ください。

振替納税を利用

・令和元年分の所得税の確定申告分の振替日は、４月21日（火）です。事前に
預貯金残高をご確認ください。

・振替納税をお申込みの場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」
を３月16日(月)までに提出してください。

・インターネット専用銀行等の一部金融機関及びインターネット支店等の一部店
舗では、振替納税が利用できませんので、ご利用の可否については取引先の金
融機関にご確認ください。

・振替納税の場合には、領収証書は発行されませんのでご注意ください。

現金で納付

・現金に納付書を添えて、納期限（３月16日(月)）までに金融機関（歳入代理
店）または所轄税務署で納付してください。納付書をお持ちでない方は、税務
署または所轄税務署管内の金融機関に用意してある納付書を使用してくださ
い。

・金融機関に納付書がない場合には、所轄の税務署にご連絡ください。

クレジットカードで
納付

・インターネットを利用して専用のWeb画面から納付できます。
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

QRコードを利用した
コンビニ納付

・パソコンやスマホ等から納付に必要な情報を「QRコード」として作成・出力
のうえ、コンビニに持参し「Loppi」「Famiポート」端末に読み取らせるこ
とで、バーコード（納付書）を出力し、コンビニで納付することができます。
（利用可能なコンビニは、ローソン、ナチュラルローソン、ミニストップ（い
ずれも「Loppi」端末設置店舗のみ）、ファミリーマート（「Famiポート」
端末設置店舗のみ）となります。）

◎海南税務署は、土・日・祝日は閉庁しております。また、税務署へお越しの方は、駐車場および周辺道路が
非常に混雑しますので、電車バス等をご利用ください。

■問い合わせ　海南税務署　℡　０７３－４８２－０９００
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１
月
24
日
に
野
上
八
幡
宮
（
小
畑
）
、
１

月
26
日
に
十
三
神
社
（
野
中
）
の
２
神
社

で
、
第
66
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ
わ
せ

て
、
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
神
社

と
も
本
殿
な
ど
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
宮
司
さ
ん
を
は
じ
め
消
防
団

の
皆
さ
ん
が
真
剣
な
面
持
ち
で
訓
練
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

十
三
神
社
で
は
神
社
拝
殿
か
ら
出
火
し
た

と
の
想
定
で
、
消
防
署
か
ら
ポ
ン
プ
車
、
タ

ン
ク
車
、
地
元
消
防
団
か
ら
２
台
の
消
防
車

が
出
動
し
、
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
宮
司
さ
ん
に
よ
る
初
期
消
火
、
消
防
署

へ
の
通
報
の
あ
と
、
放
水
銃
、
消
防
車
、
さ

ら
に
地
元
消
防
団
員
に
よ
る
消
火
活
動
が
実

践
さ
な
が
ら
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
で
は
、
指
導
者
や
地
域
振
興
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
農
業
・
林
業
・
漁

業
の
従
事
者
に
県
知
事
か
ら
称
号
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

妙
瀬
田
宏
氏
は
平
成
６
年
か
ら
地
域
農
業

士
、
ま
た
平
成
23
年
か
ら
指
導
農
業
士
と
し

て
26
年
間
に
渡
り
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
と
し
て
、
和
歌
山
県
知
事
よ
り
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

落
語
で
聞
く
！

「
こ
こ
ろ
の
病
気
と
の
つ
き
あ
い
方
」

■
講
師　

ま
た
き
亭
い
っ
ぱ
い　

氏

■
内
容　

う
つ
病

や
統
合
失
調
症

な
ど
の
〝
こ
こ

ろ
の
病
気
〟
。

そ
の
当
事
者
で

あ
り
、
落
語
家

の
ま
た
き
亭

い
っ
ぱ
い
氏
を

お
招
き
し
、
〝
こ
こ
ろ
の
病
気
〟
に
ま
つ

わ
る
ご
自
身
の
体
験
を
、
［
創
作
落
語
］

で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
気
軽
で
楽
し

い
講
演
で
す
。
関
心
の
あ
る
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

（
開
場
13
時
）

■
会
場　

和
歌
山
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

（
海
南
市
南
赤
坂
17
番
地
）

■
申
込
締
切　

３
月
16
日
（
月
）

■
申
込
方
法

電
話
に
て
、
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

障
が
い
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
じ

℡　

０
７
３
‐
４
９
９
‐
８
０
８
１

１
月
19
日
に
長
谷
地
区
自
主
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
73
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
構
造
模

型
を
用
い
た
住
宅
の
耐
震
化
講
座
と
起
震
車

に
よ
る
地
震
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

起震車による地震体験の様子

野上八幡宮での訓練の様子

十三神社での訓練の様子

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
貴
重
な
文
化
財

町
内
の
２
神
社
で
防
火
訓
練
を
実
施

指
導
農
業
士　

妙
瀬
田  

宏 

氏
（
動
木
）

和
歌
山
県
知
事
感
謝
状
を
受
け
る

和
歌
山
県
長
期
入
院
精
神
障
害
者
等

地
域
移
行
促
進
事
業
研
修
会

長
谷
地
区
自
主
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
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私
た
ち
は
日
々
、
町
内
産
、
県
内
産
の
原

材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
、
味
噌
や
ポ
ン
酢
、

ジ
ャ
ム
、
お
菓
子
な
ど
の
商
品
の
製
造
販

売
、
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
20
人
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
規
模
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
会
員
数
が

少
な
く
、
活
動
は
現
状
維
持
の
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
！
生
石
加
工
グ
ル
ー
プ

で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募

集
し
ま
す
。

料
理
に
興
味
が
あ
る
方
、
食
べ
る
こ
と
が

好
き
な
方
、
あ
な
た
の
経
験
、
ア
イ
デ
ア

を
、
積
極
的
に
活
動
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
仕
事
を
し
て
い
る
方
で
も
、
都
合
の

い
い
時
間
だ
け
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
も
可
能
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

■
業
務
内
容　

町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転

（
24
人
乗
り　

学
校
行
事
、
ク
ラ
ブ
行
事

お
よ
び
こ
ど
も
園
・
保
育
所
行
事
等
に
か

か
る
送
迎
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
契
約
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
（
水
）

　

～
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
委
託
料　
　

日
額
１
５
，
２
７
７
円

（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
お
よ
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
応
募
資
格

・
中
型
以
上
の
自
動
車
免
許
を
所
持
し
、
乗

車
定
員
20
人
以
上
の
バ
ス
の
運
転
経
験
が

あ
り
、
健
康
で
子
ど
も
好
き
な
方

・
70
歳
未
満
の
方
（
令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
）

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場
本
庁

■
申
込
締
切　

３
月
19
日
（
木
）
17
時
必
着

■
申
込
方
法　

履
歴
書
・
運
転
免
許
証
の
写

し
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

教
育
委
員
会
教
育
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
０

日
々
の
ゴ
ミ
出
し
で
、
ど
う
し
て
も
ゴ
ミ

が
多
く
て
収
集
日
に
出
し
切
れ
な
い
と
い
う

方
は
、
紀
の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
紀
の

川
市
桃
山
町
最
上
１
２
９
０
番
地
９
４
）
に

自
己
搬
入
で
き
ま
す
。

■
受
入
日　

月
～
土
曜
日
９
時
～
16
時

 

（
１
月
１
日
～
３
日
除
く
）

■
手
数
料　

家
庭
ゴ
ミ
10
㎏
あ
た
り
50
円

※
10
㎏
未
満
は
10
㎏
と
し
ま
す
。

■
注
意
点

・
申
請
は
紀
の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。
（
役
場
で
の
手
続
き
は
不
要
）

・
ゴ
ミ
は
分
別
し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
町
指
定
ゴ
ミ
袋
を
使
用
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
）

・
一
辺
が
2.5
ｍ
以
上
の
大
型
ゴ
ミ
は
、
搬
入

で
き
ま
せ
ん
。

・
受
取
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
み
の
分
別
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

美
里
支
所
住
民
室

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

紀
の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

℡ 

０
７
３
６
‐
６
６
‐
１
８
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
５
年
間
、
引
き
続
き
国
民
年
金
を
毎
月

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
任
意
加
入
す
る
た
め
の
条

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け
て

い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
納
付
月
数
が

480
月
（
40
年
）
未
満
の
方

④
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
に
加
入
し

て
い
な
い
方

※
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
120
月
）
を
満
た

し
て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
も

対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
任
意
加
入
制

度
は
、
申
し
出
の
あ
っ
た
月
か
ら
の
加
入

と
な
り
、
遡
っ
て
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

美
里
支
所
住
民
室

℡
０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

お
知
ら
せ
・
募
集

生
石
加
工
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集
に
つ

い
て

町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
手
の
募
集
に

つ
い
て

よ
く
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
ゴ
ミ
の
出
し
方

紀
の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
自
己

搬
入
が
可
能
で
す

ご
存
じ
で
す
か
？
60
歳
か
ら
の
国
民

年
金
の
任
意
加
入
制
度
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■職種、予定人員等
一般事務職　２人程度 
保育士　　　１人程度 

■受験資格
【一般事務職】	

昭和54年４月２日から平成14年４月１日までに
生まれた方で、学校教育法による高等学校以上
を卒業している方（令和２年３月31日までに卒
業される見込みの方を含む）

【保育士】	
昭和54年４月２日から平成14年４月１日までに
生まれた方で、児童福祉法により保育士登録簿
に登録されている方（令和２年３月31日までに
登録される見込みの方を含む）

■採用試験日および試験会場
【一般事務職】 

[ 第１次試験 ]　　４月 26 日（日）
　総合福祉センター（紀美野町下佐々1408番地4）
[ 第２次試験 ]　　５月 23 日（土）
　紀美野町役場本庁（紀美野町動木 287）

※試験会場は、変更になる場合があります。

■試験方法
一般事務職・保育士：第１次および第２次試験

■採用試験案内及び受験申込書の入手方法
３月２日（月）～ 24 日（火）までの間に紀美野町ホー
ムページからダウンロードしてください。郵送に
よる配布はいたしません。ダウンロードや印刷で
きる環境がない方は、紀美野町役場　総務課に事
前連絡（土・日・祝日を除く、８時 30 分～ 17 時
まで）のうえお越しください。 

・紀美野町ホームページアドレス　
　「http://www.town.kimino.wakayama.jp」

■採用予定日　　令和２年９月１日

■申込受付期間
３月２日（月）～24日（火）17時15分必着 

（受付期間の土・日・祝日を除く、８時30分～17時15分）
紀美野町役場　総務課で受付します。郵送の場合
も 簡易書留郵便で受付期間内に必着です。 

■その他
職員採用試験の詳細については、「採用試験案内」をご覧ください。 
その他お問い合わせは、総務課　人事担当までお願いします。

■問い合わせおよび受付
　総務課　人事担当　℡ ０７３‐４８９‐５９１２（紀美野町動木 287 番地）

令和２年度紀美野町職員採用試験のご案内
紀美野町では、自然を活かした夢と活気のあるまちづくりをめざし、責任感を持ち、自ら考え行動できるチャ

レンジ精神豊富なみなさんの応募をお待ちしています。
以下のとおり職員採用試験を実施します。

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
【各種募集説明会】　有田募集案内所において、平日9：00～17：30常時実施中

募集種目 受付期間 試験期日 試験会場 資　　格

自衛官
候補生

年間を通じて
３月７日（土）まで ３月８日(日）予定 自衛隊和歌山地方協力本部庁舎

和歌山市築港1丁目１４－６

18歳以上33歳未満の者（32歳の者は採用
予定月１日から起算して３月に達する日
の翌月の末日現在33歳に達していない者）

予備自
衛官補
(一般)

【第１回】
 １月６日(月)

～４月10日(金)
締切日必着

【第１回】
 ４月18日(土）

～４月22日(水）
いずれかの１日指定

試験場、受験番号等は別途各人
に通知

18歳以上34歳未満の者
自衛官であった期間が１年未満の者
(細部は地方協力本部等に問い合わせ)

予備自
衛官補
(技能)

18歳以上の者で国家資格等を有する者
(細部は地方協力本部等に問い合わせ)

■問い合わせ　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　℡ ０７３７‐８２‐６６３１
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■受付期間　３月６日（金）～ 13 日（金）
※持参の場合は土・日除く８時 30 分～ 17 時
※郵送の場合は必ず簡易書留で郵送

（最終日消印有効）
（封筒表に「採用試験申込書　在中」と朱書き）

■試験会場　紀美野町役場 2 階教育課
（紀美野町動木２８７番地）
※当日の受付は教育課で行います。
※試験日時は下記にて確認ください。

■選考方法　面接試験

■任用期間　令和２年４月１日～令和３年３月 31 日

■提出書類
・履歴書（顔写真）　・採用試験申込書
・84 円切手
※試験案内を必ず確認し、お申し込みください。
※申込書は紀美野町　教育課で配布します。また、

町のホームページからもダウンロードできます。

■その他
・会計年度任用職員から常勤職員への切り替えは一切ありません。また、次回の任用更新は確約されていません。
・基本給に加え、勤務条件により期末手当および通勤手当等が支給される場合があります。
・上記以外の詳細条件等は下記までお問い合わせください。また、町ホームページにも公開されています。

■問い合わせ・申し込み　
　紀美野町　教育課　〒６４０‐１１９２　紀美野町動木２８７番地
　【① について】℡ ０７３‐４８９‐５９０９
　【② について】℡ ０７３‐４８９‐５９１０
　【③ ④ ⑤ について】℡ ０７３‐４８９‐５９１５

職種・人数
（勤務場所） 業務内容 応募資格 基本給

（現時点での予定で、変更になる場合があります。）
試験日時

①

学童保育指導員
…若干名

（野上学童保育所
または下神野学童
保育所）

児童の保育
放課後児童支援員
の資格を有する方
が望ましい。

時給 952 円 ３月 18 日（水）
13 時 30 分～

②

学校給食調理員
…２人

（野上小学校また
は下神野小学校）

学校給食調理
調理師資格あり 日額 7,876 円 時給 1,050 円

３月 18 日（水）
15 時 30 分～

調理師資格なし 日額 6,986 円 時給 931 円

③
公民館主事

…１人
（小川地区公民館）

公民館事業の企画
運営、団体サーク
ルの指導助言およ
び公民館の管理

パソコン操作（ワー
ド・ エ ク セ ル 等 ）
ができること。

時給 919 円 ３月 19 日（木）
10 時～

④
文化センター長

…１人
（文化センター）

文化センター事業
の企画運営、各施
設の管理、天文台
関連事業およびス
ポーツ関連事業

パソコン操作（ワー
ド・ エ ク セ ル 等 ）
ができること。

月額 163,452 円 ３月 19 日（木）
13 時 30 分～

⑤

文化センター
事務補助
…１人

（文化センター）

文化センター事業
の企画運営、各施
設の管理、天文台
関連事業およびス
ポーツ関連事業

パソコン操作（ワー
ド・ エ ク セ ル 等 ）
ができること。

月額 141,387 円 ３月 19 日（木）
15 時 30 分～

紀美野町　会計年度任用職員の募集について
会計年度任用職員とは、これまで臨時職員として任用してきた職員に代わるもので、一般の地方公務員とな

り町の行政事務の補助や定型的な業務に従事する職員のことです。
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海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

３月９日（月）
３月23日（月）

９時30分～10時30分(受付)
性感染症検査
肝炎ウイルス検査 等

（HIV、梅毒、クラミジア、B・C 型肝炎 等）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取りにお越しください。)
・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師
が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

３月11日（水）　
３月25日（水）　　

13時30分～

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

３月９日（月）
３月23日（月）　
　　10時30分～11時30分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
健
康
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談

に
の
り
ま
す
。
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
骨
密

度
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ

イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

★
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

希
望
の
方
は
で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

★
一
部
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
次
の
事
業
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
３
月
４
日
（
水
）
コ
ア
ラ
教
室

　

３
月
17
日(

火)

カ
ン
ガ
ル
ー
教
室

■
３
月
９
日
（
月
）
「
野
い
ち
ご
の
会
」
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
栄
養
相
談

■
３
月
17
日(

火)

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う

こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
も

中
止
し
ま
す
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課 

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

★
満
一
歳
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
で
１
月
31
日
ま
で
に
接
種
し
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
助
成
の
申
請

期
限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

■
助
成
額　

一
回
に
つ
き
、
上
限
２
千
円

■
申
請
方
法　

保
健
福
祉
課
へ
、
領
収
書
、
印
鑑
、
振
込

先
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
今
年
度
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
85

歳
・
90
歳
・
95
歳
・
100
歳
以
上
の
方
に
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
者
に
は
４
月
に
個
人
通
知
し
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
３
月
31
日
ま
で
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
金　

３
千
円

※
接
種
の
ご
案
内
が
届
い
て
い
な
い
方
や
紛

失
さ
れ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０ 

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
3
月
の
日
程
）】

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
助
成
に
つ
い
て
】

【
令
和
元
年
度　

成
人
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
に
つ
い
て
】
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障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直

接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で
も
電
話
相
談

は
随
時
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
窓
口

（
巡
回
相
談
予
約
先
）へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

指
定
相
談
支
援
事
業
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

・
療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

・
海
草
圏
域
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
所
ら
ん　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

町
で
は
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が

ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
検
診
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
や
大
切

な
人
の
た
め
に
、
年
に
一
度
は
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
下
記
の
ほ
か
、
海
南
海
草

協
力
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
の
方

◆
40
歳
以
上
の
方
：
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大

腸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

◆
20
歳
以
上
の
女
性
：
子
宮
頸
が
ん
検
診

※
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

☆
胃
が
ん
検
診
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
ま
た
は
カ

メ
ラ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

※
た
だ
し
、
国
の
指
導
に
よ
り
、
令
和
２
年

度
（
令
和
２
年
４
月
１
日
）
よ
り
胃
が
ん

検
診
の
対
象
者
が
か
わ
り
ま
す
。

胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
こ
れ
ま
で
と
か
わ
ら
ず

40
歳
以
上
が
対
象
で
年
１
回
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
胃
カ
メ
ラ
は
50
歳
以
上

が
対
象
と
な
り
２
年
に
１
回
と
な
り
ま

す
。
胃
カ
メ
ラ
を
受
け
た
翌
年
度
は
胃
カ

メ
ラ
及
び
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医療機関名 所在地 電話番号
胃がん検診 肺がん

検診
大腸がん

検診
乳がん
検診

子宮頸が
ん検診レントゲン カメラ

岩橋医院きみの
ファミリークリニック 下佐々268 489-2150 ◯ ◯ ◯

谷田クリニック 小畑668-1 489-6800 ◯ ◯ ◯

にしもと内科クリニック 吉野46-2 489-8338 ◯ ◯ ◯

野上厚生総合病院 小畑198 489-2178 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

みぞばたクリニック 動木99-1 489-6100 ◯ ◯

国吉診療所 田63 498-0002 ◯

長谷毛原診療所 毛原宮254 499-0300 ◯

　

平
成
31
年
４
月
24
日
の
「
旧
優
生
保
護
法

に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す

る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
の
成

立
、
公
布
、
施
行
に
よ
り
、
旧
優
生
保
護
法

に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
方
に
は
一

時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

請
求
の
受
付
や
相
談
は
、
和
歌
山
県
（
和

歌
山
県
庁
健
康
推
進
課
又
は
海
南
保
健
所
）

が
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
和
歌
山
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
は
、
進
級
や
卒
業
、
就
職
や
転
職
な

ど
、
生
活
環
境
の
変
化
か
ら
自
殺
者
数
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
自
殺
対
策
基
本

法
で
は
、
自
殺
者
数
が
最
も
多
く
な
る
３
月

を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
「
誰

も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
」
の
実
現
に
向
け
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

自
殺
の
要
因
は
一
つ
で
は
な
く
、
経
済
・

生
活
問
題
や
家
庭
問
題
等
が
複
雑
に
関
係

し
、
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
や
仲
間
の
い
つ
も
と

違
う
様
子
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
掛
け
、
話

を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
心

の
医
療
機
関
や
相
談
機
関
に
つ
な
げ
て
く
だ

さ
い
。

[

あ
な
た
に
も
で
き
る

　
　
　
　
　
　

自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動]

【
気
づ
き
】
変
化
に
気
づ
い
て
声
を
か
け
る

【
傾　

聴
】
気
持
ち
を
尊
重
し
て耳

を
傾
け
る

【
つ
な
ぎ
】
早
め
に
専
門
家
に

相
談
す
る
よ
う
に
促
す

【
見
守
り
】
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら

じ
っ
く
り
と
見
守
る

■
相
談
専
用
電
話
「
は
あ
と
ラ
イ
ン
」

℡ 

０
７
３
‐
４
２
４
‐
１
７
０
０

９
時
～
17
時
45
分
（
平
日
の
み
）

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
方
や
、
大
切

な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
の
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！
今
年
度
の
が
ん

検
診
の
受
診
期
限
は
３
月
末
で
す

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手
術
等

を
受
け
た
方
へ

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

予約し
てね！



102020. ３

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

■
日
時　

４
月
26
日
（
日
）
雨
天
中
止

　
　
　
　

出
発
８
時
30
分

■
集
合　

中
央
公
民
館
前

　
　
　
　

受
付
８
時
か
ら
８
時
20
分

■
コ
ー
ス

熊
野
古
道　

斑
鳩
王
子
（
印
南
町
）
か
ら

紀
州
梅
干
館
（
み
な
べ
町
）

■
歩
行
距
離

　

約
12
㎞
（
全
行
程
ほ
ぼ
平
坦
な
道
）

■
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具
な
ど
ハ

イ
キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の

■
参
加
費　

２
，
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
町
内
中
学
生
以
下
無
料

※
町
外
の
方　

３
，
５
０
０
円

■
主
催　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議
・
青
少
年
育
成
委
員
会

■
そ
の
他

・
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
。

・
中
止
の
場
合
、
６
時
30
分
頃
代
表
者
に
電

話
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
は
が
き
に
は
、

電
話
番
号
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

４
日　

お
り
が
み
あ
そ
び

11
日　

風
船
バ
レ
ー
を
し
よ
う

18
日　

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ
う

25
日　

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
日　

お
は
な
し
会

11
日　

な
わ
と
び
大
会

18
日　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

25
日　

お
に
ご
っ
こ
を
し
よ
う

２
月
22
日
の
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
×
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
星
ふ
る
町
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
中
止
に
よ

る
チ
ケ
ッ
ト
払
い
戻
し
は
、
中
央
公
民
館

に
て
チ
ケ
ッ
ト
と
の
引
き
換
え
で
行
っ
て

い
ま
す
。

必
ず
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
持
参
の
上
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
が
無
い
場
合
、
払
い

戻
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】
下
垣
内　

楓
（
下
神
野
小
１
年
）

【
５
０
０
冊
】
吉
田　

実
愛
（
野
上
小
２
年)

倉
本　

晴
空
（
下
神
野
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
地
面
師
た
ち
」　
　
　
　
　

新
庄
耕　

著

「
風
間
教
場
」　
　
　
　
　

長
岡
弘
樹　

著

「
後
家
殺
し
」　
　
　
　
　

山
本
一
力　

著

「
ひ
ざ
痛
に
な
り
た
く
な
け
れ
ば
、
お
食
べ

な
さ
い
」　
　
　
　
　
　

小
田
真
規
子　

著

「
は
な
い
き
お
ば
け
と
く
ち
い
き
お
ば
け
」

お
お
の
こ
う
へ
い　

絵

「
モ
ノ
の
な
ま
え
事
典
」　

杉
村
喜
光　

文

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
罪
の
轍
」　
　
　
　
　
　

奥
田
英
朗　

著

「
た
そ
が
れ
ダ
ン
サ
ー
ズ
」　

桂
望
実　

著

「
世
話
を
焼
か
な
い
四
人
の
女
」

麻
宮
ゆ
り
子　

著

「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
防
災
レ
シ
ピ
」　

扶
桑
社

「
毎
日
４
分
で
超
快
適
！
超
ラ
ジ
オ
体
操
」

谷
本
道
哉　

著

「
む
し
ホ
テ
ル
と
な
ぞ
の
ち
か
し
つ
」

近
藤
薫
美
子　

絵

「
そ
ら
ま
め
く
ん
の
お
や
す
み
な
さ
い
」

な
か
や
み
わ　

作

「
レ
ジ
ェ
ン
ド
伝
記 

津
田
梅
子
」

髙
木
ま
さ
き　

監
修

「
ち
ょ
こ
っ
と
メ
モ
折
り
紙
あ
そ
び
」

い
し
ば
し
な
お
こ　

著

■
申
し
込
み　

３
月
26
日
（
木
）
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
往
復
は

が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
は
が

き
１
枚
で
４
人
ま
で
）
な
お
、
バ
ス
輸
送

の
関
係
上
、
先
着
80
人
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場
合
、
返

信
に
て
そ
の
旨
連
絡
し
ま
す
の
で
、
ご
了

解
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
も
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
申
込
不
可

ふれあいサロン展示
（中央公民館２階）

町内で活動され
ている「水墨画サー
クル」の皆さんの作
品を展示していま
す。

是非、墨絵の世界
を見に来てくださ
い。（４月下旬まで）

紀
美
野
町
動
木
２
８
７

　

紀
美
野
町
役
場

　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

「
春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
」係

※返信面は空白

〒640-1192往信

住　
　

所

　
　
　

氏　
　

名

①参加希望者氏名
　フリガナ
　（代表者）
②住所
③年齢・電話番号
④その他参加者氏名
　フリガナ
⑤住所
⑥年齢・電話番号

郵便番号返信

教育委員会
　教育課生涯学習係

℡ 073‐489‐5915

　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐498‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368

「
春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
」
参
加
者
募
集
！

～
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
「
千
里
の
浜
」
を
通
っ
て
日
本
一
の
梅
の
里
み
な
べ
へ
～

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

チ
ケ
ッ
ト
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て

図
書
室
だ
よ
り
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し
た
り
、
ま
と
め
る
こ
と
が
と
て
も
苦
し
く

て
正
直
辞
め
て
し
ま
い
た
い
時
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
り
の
み
ん
な
の

支
え
が
あ
っ
た
お
陰
で
た
く
さ
ん
の
経
験
、

仲
間
の
大
切
さ
や
応
援
の
持
つ
力
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

僕
か
ら
来
年
の
チ
ー
ム
で
必
ず
！
や
っ
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
目　

大
声
を
出
す
こ
と
。

な
ぜ
な
ら
、
ア
ッ
プ
時
な
ど
声
が
小
さ
い

と
感
じ
る
時
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

２
つ
目　

家
で
の
自
主
練
習
、
ス
ト
レ
ッ
チ

を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
。

な
ぜ
な
ら
、
ケ
ガ
を
す
る
選
手
が
多
か
っ

た
か
ら
で
す
。

３
つ
目　

練
習
時
、
前
の
走
者
に
離
さ
れ
て

も
諦
め
ず
に
つ
い
て
い
く
こ
と
。

な
ぜ
な
ら
、
日
頃
の
練
習
か
ら
意
識
す
る

こ
と
で
、
本
番
の
緊
張
の
中
で
も
自
分
の
走

り
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
夏
の
暑
い
時
期
か

ら
支
え
て
く
れ
た
両
親
、
指
導
者
の
方
々
、

大
会
当
日
の
悪
天
候
の
中
、
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
方
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
樋
瀬
大
輝
監
督
】

今
年
も
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走

大
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
・
テ
レ

ビ
・
沿
道
、
た
く
さ
ん
の
応
援
を
し
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。監

督
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
自
分

自
身
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
の
選
手
と
し
て
走
っ
た

経
験
を
活
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
事

２
月
16
日
（
日
）
に
第
19
回
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
町
か
ら
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
全
10

区
間
21
・
１
㎞
（
紀
三
井
寺
～
和
歌
山
県
庁

間
）
の
コ
ー
ス
を
小
学
生
８
人
、
中
学
生
12

人
が
チ
ー
ム
32
人
の
思
い
を
込
め
て
「
た
す

き
」
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

出
場
45
市
町
中
（
オ
ー
プ
ン
含
む
）
、
紀

美
野
町
成
績
は
、
第
21
位
と
45
位
で
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
苦
し
か
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来
年
も
参
加
し
た

い
。
32
名
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
の
証
を
残

し
、
最
高
の
感
動
と
思
い
出
を
つ
く
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

【
キ
ャ
プ
テ
ン	

池
本
智
輝
選
手（野

中
３
年
）
】

今
年
の
町
の
目
標
は
、
総
合
で
10
位
以

内
、
町
で
１
位
に
な
る
こ
と
で
し
た
が
達
成

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
選
手
（
代
表
・
オ
ー
プ
ン
）
た

ち
は
、
控
え
選
手
の
分
も
全
力
を
出
し
き

り
、
控
え
選
手
は
、
選
手
が
全
力
を
出
せ
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
人

ひ
と
り
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
頑
張

り
ま
し
た
。
悔
し
い
成
績
で
あ
り
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
の
団
結
力
は
ど
の
チ
ー
ム
よ
り

も
強
い
と
僕
は
感
じ
ま
し
た
。
僕
は
、
小
学

５
年
生
の
時
は
、
チ
ー
ム
で
１
番
遅
く
、
よ

く
泣
い
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
悔
し
さ

を
原
動
力
に
練
習
を
積
み
、
６
年
生
で
は
、

代
表
チ
ー
ム
の
９
区
を
任
さ
れ
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
中
学
最
後
の
３
年
で
キ
ャ
プ
テ

ン
を
任
せ
て
も
ら
う
中
で
、
人
に
指
示
を
出

を
伝
え
、
走
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
仲
間
を
信

じ
る
大
切
さ
、
子
ど
も
た
ち
が
駅
伝
を
通
し

て
地
域
を
元
気
に
し
て
ほ
し
い
、
そ
う
い
う

思
い
で
練
習
を
重
ね
、
大
会
に
挑
み
ま
し

た
。結

果
は
21
位
、
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
は
45
位

で
悔
し
く
も
目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
も
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
代

表
選
手
32
人
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
目
標
を

持
ち
仲
間
に
１
秒
で
も
速
く
タ
ス
キ
を
繋
ぐ

た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

チ
ー
ム
は
、
伝
統
の
「
走
魂
」
を
受
け
継

ぎ
、
走
り
続
け
ま
す
。
今
後
も
、
温
か
い
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
代
表
チ
ー
ム
各
区
間
選
手

■
１
区　

静
川　

陽
向　

（
野
上
中
２
年
）

■
２
区　

髙
木　

日
夏
里
（
向
陽
中
１
年
）

■
３
区　

新
谷　

日
菜
子
（
野
上
小
６
年
）

■
４
区　

油
谷　

依
里　

（
美
里
中
３
年
）

■
５
区　

上
中　

佑
伊
登
（
美
里
中
２
年
）

■
６
区　

松
元　

里
恋　

（
野
上
小
６
年
）

■
７
区　

宇
城　

悠
生　

（
下
神
野
小
５
年
）

■
８
区　

黒
土　

琴
映　

（
野
上
中
１
年
）

■
９
区　

西
田　

遼
汰　

（
野
上
小
６
年
）

■
10
区　

池
本　

智
輝　

（
野
上
中
３
年
）

○
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
各
区
間
選
手

■
１
区　

増
山　

凱
士　

（
野
上
中
２
年
）

■
２
区　

東　

恵
莉
果　

（
美
里
中
２
年
）

■
３
区　

油
谷　

知
歩　

（
下
神
野
小
６
年
）

■
４
区　

寺
田　

誉　
　

（
野
上
中
１
年
）

■
５
区　

小
川　

巧
貴　

（
野
上
中
１
年
）

■
６
区　

坂
本　

直　
　

（
野
上
小
６
年
）

■
７
区　

黒
土　

真
音　

（
野
上
小
５
年
）

■
８
区　

寺
本　

絢
音　

（
野
上
中
１
年
）

■
９
区　

折
口　

佳
太
郎
（
下
神
野
小
６
年
）

■
10
区　

中
兀　

翔
大　

（
野
上
中
１
年
）

第
19
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
を
終
え
て

10 区 池本智輝選手

◀︎オープンチーム
　８区から９区

◀︎代表チーム
　６区から７区
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２
月
１
日
～
２
日
、
作
品
展
示
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
、
子
ど

も
た
ち
の
作
品
展
示
に
加
え
、
今
年
度
は
一

般
か
ら
の
新
規
出
展
が

大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

地
域
間
の
交
流
も
一

層
広
が
り
、
多
く
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
し
た
。

ご
来
場
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ロ
ウ
ソ
ク
の
原
料
に
用
い
ら
れ
る
木も
く
ろ
う蝋

は
、
ハ
ゼ
の
実
を
絞
っ
て
生
産
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
中
期
延え
ん
き
ょ
う
享
２
年
（
１
７
４
５
年
）

以
降
、
紀
州
藩
で
は
ハ
ゼ
の
栽
培
が
奨
励
さ

れ
、
木
蝋
は
特
産
品
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し

た
。
天て
ん
ぽ
う保
年
間
（
１
８
３
１
～
１
８
４
５
）

に
旧
志
賀
野
村
松
瀬
に
住
む
吉
瀬
勇
三
氏
が

通
常
の
も
の
よ
り
果
実
の
大
き
い
１
本
の
ハ

ゼ
を
発
見
し
手
厚
く
保
護
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
の
存
在
を
知
っ
た
旧
下
神
野

村
の
方
が
そ
の
ハ
ゼ
の
木
か
ら
穂ほ

ぎ木
を
採
取

し
、
接
ぎ
木
に
よ
る
栽
培
を
開
始
し
ま
し

た
。
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
名
は
果
実
が
大
き
く
ブ

ド
ウ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し

た
。ブ

ド
ウ
ハ
ゼ
の
実
か
ら
採
れ
る
木
蝋
は

通
常
の
ハ
ゼ
に
比
べ
て
、
色
調
が
白
く
、

１.

５
倍
の
値
が
つ
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
明
治
時
代
に
は
海
草
地
方
や

有
田
地
方
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
地
域
に
は
ハ
ゼ
の
実
か
ら
木
蝋
を

絞
る
製
蝋
業
者
も
多
く
、
野
上
に
も
製
蝋
所

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
名
声
は
全
国
に

及
び
各
地
か
ら
穂
木
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら

れ
、
原
木
か
ら
穂
木
の
採
取
が
繰
り
返
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
初
期
に
は
原
木
の
樹

勢
が
衰
え
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
９

年
に
勇
三
氏
の
孫
で
あ
る
吉
瀬
善
次
郎
氏
が

原
木
の
保
護
の
た
め
、
県
の
史
跡
名
勝
紀
念

物
保
存
顕
彰
規
程
に
基
づ
く
申
請
を
し
、

「
葡ぶ
ど
う
は
ぜ

萄
櫨
の
原げ
ん
ぼ
く木
」
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
戦
後
の
電
気
の
普
及
や

石
油
か
ら
作
ら
れ
る
蝋
が
広
く
用
い
ら
れ
る

に
従
い
、
木
蝋
の
需
要
は
激
減
し
、
ハ
ゼ
の

栽
培
も
下
火
と
な
り
、
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
原
木

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
33
年
に
指
定
文
化
財
の
継
続

申
請
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
指
定
が

解
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
に
、
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校

の
生
徒
が
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
原
木
に
つ
い
て
、

地
域
の
方
へ
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
方

の
案
内
に
よ
り
松
瀬
地
区
の
山
の
中
で
原
木

を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
校
は
ブ
ド

ウ
ハ
ゼ
の
原
木
の
再
指
定
を
目
指
し
、
文
献

研
究
や
県
の
専
門
的
機
関
、
近
畿
大
学
、
県

立
向
陽
高
等
学
校
な
ど
と
と
も
に
調
査
研
究

を
開
始
し
ま
し
た
。

調
査
は
原
木
の
古
写
真
と
現
在
の
写
真
の

照
合
や
普
通
の
ハ
ゼ
と
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
果
実

の
大
き
さ
・
重
さ
の
比
較
、
葉
か
ら
抽
出
さ

れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
比
較
実
験
な
ど
の
科
学

的
調
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
生
徒
た
ち
が
発
見

し
た
木
は
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
で
あ
り
、
か
つ
て

「
葡
萄
櫨
の
原
木
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

た
木
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、

町
教
育
委
員
会

は
、
原
木
の
所

有
者
の
方
の
同

意
を
得
て
、
県

教
育
委
員
会
に

再
指
定
の
申
請

を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の

度
、
こ
の
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
原
木
は
か
つ
て
地

域
の
生な
り
わ
い業
を
支
え
た
栽
培
植
物
の
原
木
と
し

て
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
指
定
文
化
財

（
天
然
記
念
物
）
に
指
定
し
て
保
護
を
図
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
実
か
ら
採
れ
る
高

品
質
の
木
蝋
は
ロ
ウ
ソ
ク
だ
け
で
は
な
く
、

化
粧
品
や
ワ
ッ
ク
ス
、
ト
ナ
ー
な
ど
の
Ｏ
Ａ

製
品
の
原
材
料
と
し
て
ま
す
ま
す
需
要
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
紀
美
野

町
や
有
田
地
方
な
ど
県
内
に
お
い
て
生
産
量

を
増
や
す
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
回
再
指
定
さ
れ
た
歴
史
的
文
化
的
価
値

の
あ
る
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
原
木
を
地
域
の
活
性

化
と
と
も
に
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
栽
培
の
復
活
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
地
域
の
方
々
の
協
力
の
も

と
大
切
に
保
護
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

― わが町サークル ―

「きみのエアロビクスサークル」
昨年の4月からスタートしました。
「気軽に楽しく」をモットーに第１・第３

木曜日午後７時30分から８時30分までリズ
ミカルな音楽に合わせて、楽しく体を動かし
ています。肩こり解消法や自宅で家事をしな
がらできる体操やストレッチも先生から教え
ていただけるので通い始めてから体調も絶好
調！！気持ち良く汗をかいて帰った夜は血流
も良くなり爆睡します（笑）。

体も軽くなり姿勢も良くなります。１人で
も気軽に参加できるので是非一度遊びに来て
くださいね。お待ちしています。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化　

 

そ
の
百
五
十
九

紀
美
野
町
松
瀬
地
区
に
あ
る
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
原
木
が
県
の
天
然
記
念
物
に
再
指
定
さ
れ
る

志
賀
野
地
区
公
民
館

作
品
展
示
会
開
催
さ
れ
る
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  学校だより
　『地域の皆さまとのつながりを大切に。』

紀美野町立小川小学校

11 月から 12 月にかけて小川小学校は『地域とのつ
ながり』が深まります。

毎年、有志で参加している生石山のすすき刈り取り会
ボランティア。今年は『生石の大草原保存会』より『国
の登録有形文化財　寒川家住宅のかやぶき屋根の材料を
集めよう！』と大きな目標を示していただき、子どもた
ち、保護者、職員が一丸となってすすきを刈り集めまし
た。自分たちが集めたすすきがかやぶき屋根の修理に使
われ、住宅を何十年のもの間守っていくと思うと、みん
な力が入ります。たくさんのすすきを刈り取り、揃え、
束にして積んでいくのが楽しみになりました。

２学期末の土曜日の点灯式。点灯式のオープニングの
一つとしてして、地元の傘踊りを模した『小川っ子傘
踊り』を披露しました。会場には、地域の皆さまが大
勢集まり、い
つ始まるのか
と待っていま
す。出番は最
初。少し引き
締まった顔の
子どもたち。
18 人の息の揃った動きでリズムよく踊りました。地域
の皆さまからの大きな拍手が子どもたちの耳にそして心
に届いたと思います。

小川小学校の行事には、誰彼なく地域の皆さまが顔を
出してくださいます。地域と深いつながりをいつまでも
大切にしていきたいと改めて思いました。

  天文台だより
　『暗くなったベテルギウス』

研究員　硲間拓郎

冬を代表する星座であるオリオン座、その中でも左上
でオレンジ色に明るく輝いている星がベテルギウスで
す。

最近、この星が暗くなっているのに気が付いた方もい
るのではないでしょうか。昨年の終わりごろから急激に
暗くなり始め、１月の末には２等星の明るさにまでなっ
ています。

ベテルギウスの
明るさが変わる事
自体は不思議では
有りません。ベテ
ルギウスは変光星
といって、周期的
に明るさが変わる
星だからです。

ただ、今回は明るさが１．６６
等 ( ２月１日時点 ) と過去数十
年にないほどに暗くなったので
す。

そろそろ寿命が尽きそうな星
という事もあり、天文好きの間
では「星が一生を終えて爆発す
る前兆ではないのか」と非常に
注目を浴びています。

非常に珍しいベテルギウスの弱い輝きをぜひ皆さんも
観察してみてください。

歌　

の　

小　

道

犬
の
寝
息
に
ス
ト
ー
ブ
を
動
か
せ
ず　
　
　

原　
　
　

和
代

干ほ
し
が
き柿

の
蔕へ

た

の
付
き
た
る
縄
残
る　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

小し
ょ
う
こ
う

康
の
深ふ

か
ぶ
か々

か
ぶ
る
冬
帽
子　
　
　
　
　
　

前　
　
　
　

廣

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
白
も
凍
る
朝　
　
　

岩
根　
　

利
子

放ほ
う
よ
う鷹

と
と
も
に
野
鳥
の
飛
び
立
て
り　
　
　

浦　
　
　

貴
子

獣
撃
つ
さ
ま
を
手
振
り
で
囲い

ろ
り
ば
た

炉
裏
端　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

高
き
ビ
ル
立
ち
並
び
い
し
海
の
傍そ

ば

　
　
　

鳶
と
ん
び

静
か
に
空
を
舞
い
飛
ぶ　
　
　

 

奥　
　

ふ
み
代

寒
風
は
赤
く
染
め
し
か
南
天
の

　
　
　

紅こ
う
よ
う葉
照
ら
す
冬
の
夕
影　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

小
正
月
梅
の
つ
ぼ
み
の
ほ
こ
ろ
ぶ
を

　
　
　

見
つ
め
て
み
ん
な
笑
顔
に
な
り
ぬ　

横
出　
　

圭
子

山
里
に
い
の
し
し
数あ

ま
た多
熊
も
出い

で

　
　
　

人
影
見
え
ぬ
二
月
夕
暮
れ　
　
　
　

西
佐
古　

裕
子

芽
を
出
し
し
ア
ボ
ガ
ド
元
気
に
育
ち
お
り

　
　
　

吾わ
が
こ子

の
成
長
見
守
る
ご
と
く　
　
　

中
浴　
　

昭
江

座
敷
犬
が
眠
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
寝
息
ま
で
た
て

て
、
い
か
に
も
心
地
よ
さ
そ
う
だ
。
ス
ト
ー
ブ
を
動
か

し
た
い
の
だ
が
、
し
ば
ら
く
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
こ

う
。
飼
い
主
の
優
し
い
心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
一
句
。
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３
月
１
日
（
日
）
か
ら
７
日
（
土
）
ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
「
春
の

火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生

や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
運
動
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
日
頃
か
ら
身
近
な
家
庭
、
地
域
、

職
場
等
に
お
い
て
防
火
を
心
掛
け
る
こ
と

が
、
火
災
か
ら
あ
な
た
を
守
る
近
道
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
の
最
終
日
に
あ
た

る
、
３
月
７
日
は
『
消
防
記
念
日
』
で
す
。

次
に
揚
げ
る
「
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
特
に
留
意
し
、
火
災
の
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
適
正
な
維
持
管
理
・
点
検
・
お
手
入
れ
に

つ
い
て

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
適
切
に
作
動
す
る

か
定
期
的
に
作
動
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

作
動
確
認
は
、
本
体
の
点
検
ボ
タ
ン
を
押

す
か
、
ひ
も
付
き
の
も
の
は
、
ひ
も
を
引
く

こ
と
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
、
電
池
切
れ
か
機

器
の
故
障
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
製

品
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ホ
コ
リ
等
の
汚
れ

が
つ
く
と
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

　

汚
れ
が
目
立
っ
た
ら
乾
い
た
布
で
ふ
き
取

り
ま
し
ょ
う
。
台
所
に
設
置
し
て
あ
る
住　

宅
用
火
災
警
報
器
で
油
汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の

は
、
せ
っ
け
ん
水
に
浸
し
た
布
を
十
分
絞
っ

て
か
ら
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
交
換
時
期
に
つ
い
て

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
耐
用
年
数
は
概
ね

10
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
平
成
16
年
の
義
務

設
置
か
ら
16
年
が
経
過
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
鳴
ら
な
い
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
多
く
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
10
年

を
過
ぎ
て
い
る
も
の
は
、
電
子
部
品
の
寿
命

等
に
よ
る
故
障
や
電
池
切
れ
に
よ
り
、
火
災

を
感
知
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
た

め
、
ご
自
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

年
月
を
確
認
し
て
、
機
器
本
体
の
交
換
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

⑴
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

⑵
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い

⑶
コ
ン
ロ
に
火
を
点
け
た
ま
ま
で
そ
ば
か

ら
離
れ
な
い

４
つ
の
対
策

⑷
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」
を
設
置
す
る

⑸
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
は
防
炎
品
を

使
用
す
る

⑹
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

⑺
日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を  

つ
く
る 

入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い
う
現
状
も

あ
り
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
す
る
前
に
、
救
急
車
が
本

当
に
必
要
か
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
で
き
な
い
か
、
も

う
一
度
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
や
救
急
医
療

は
限
り
あ
る
資
源
で

す
。
み
ん
な
で
上
手
に

利
用
し
、
救
急
医
療
を

安
心
し
て
利
用
す
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

・
救
急
車
の
適
正
利
用

　

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
・
搬
送
人
員

数
は
全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
救
急
隊
の
現

場
ま
で
の
到
着
時
間
も
遅
く
な
っ
て
い
ま

す
。
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数
が

■
申
込
期
限　

３
月
19
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み   

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

1 月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 35 （1） ０ 35 （1）

一 般 負 傷 ６ ０ ６

交 通 事 故 １ ０ 　 １ 　

そ の 他 ４ ０ ４

合 計 46 （1） ０ 46 （1）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

４
月
５
日
（
日
）
で
す
。

令
和
2
年
春
の
火
災
予
防
運
動

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

救
急
コ
ー
ナ
ー
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紀美野町の人口（ ）内は前月比 総人口　8,685人（－17） ［男4,014人（－７） 女4,671人（－10）］
【2020年 1 月末現在】 世帯数　4,218世帯（＋３）　面積　128.34㎢

1 月の人口の動き（2020年 1 月 1 日～31日）　転入11人　　転出21人　　出生３人　　死亡10人

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
無

料
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
を
使
っ
て
広
報
き

み
の
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
時
の
通
信
料
等
は
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

●
「
マ
チ
イ
ロ
」
の
主
な
機
能

・
ペ
ー
ジ
め
く
り
、
拡
大
縮
小
な
ど
も
簡
単

に
で
き
ま
す
。

・
最
新
号
が
発
行
さ
れ
る
と
、
ア
プ
リ
に
お

知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

●
「
マ
チ
イ
ロ
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か

ら
「
マ
チ
イ
ロ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://m
ach

iiro.tow
n

/

）
に
ア

ク
セ
ス
し
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、 

ア
プ
リ
の
ス
ト
ア
に
て
「
マ
チ
イ

ロ
」
と
検
索
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

マ
イ
広
報
紙
は
、
自
治
体
等
が
発
行
す
る

広
報
紙
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
無
料
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
掲
載
記
事
が
『
く
ら

し
』
、
『
子
育
て
』
、
『
健
康
』
な
ど
に

ジ
ャ
ン
ル
分
け
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
各
々
が
必
要
な
情
報
を
検
索
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
マ
イ
広
報

誌
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

s://m
ykoho.

jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

●
読
み
た
い
広
報
紙
や
記
事
を
自
由
に
設
定

事
前
に
ユ
ー
ザ
登
録
し
て
お
く
と
、
読
み

た
い
広
報
紙
（
自
治
体
）
や
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
記
事
を
マ
イ
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
自
分
の

Tw
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
に
も
プ
ッ
シ
ュ
配

信
さ
れ
ま
す
。

●
友
達
と
内
容
を
共
有

面
白
い
記
事
や
気
に
な
っ
た
記
事
を
ツ

イ
ッ
タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
各
地
の
広
報
紙
を
ま
と
め
て
チ
ェ
ッ
ク

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
広
報
紙
だ
け

で
な
く
、
他
の
地
域
の
広
報
紙
を
ま
と
め

て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　	時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）
８日（日） 11時 ～ 犬・猫の飼い方講習会【13日（金）・22日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500
11日（水）・26日（木） 移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912
15日（日） ９時 ～ 生石高原山焼き 生石高原 産業課 489‐5901
19日（木） 13時 ～ 行政相談【～15時】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471

その他　行事のおしらせその他　行事のおしらせその他　行事のおしらせ ３月

広
報
き
み
の
を
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

で
配
信
し
て
い
ま
す

広
報
紙
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
手
軽
に
！

広
報
き
み
の
を
マ
イ
広
報
誌
に
て
掲

載
し
て
い
ま
す

マイ広報誌の画面イメージ
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和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野
町
動
木
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E
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０
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今年の生石高原山焼きを、下記のとおり実施します。なお、山頂笠石周辺に観覧場所を設けて
おりますので、是非ご来場ください。

■日　　時　３月 15日（日） ９時～ 13時（予定）※悪天候の場合は中止
■場　　所　生石高原笠石を中心とするススキ草原区域
■行事内容
　開会・点火式（太鼓演奏・点火） ・・・８時 50分～
　山焼き（ススキ草原約 90,000 ㎡）・・９時～ 13時
■実施団体　主催：生石高原観光協会・紀美野町・有田川町
　　　　　　後援：和歌山県
　　　　　　協力：紀美野町小川地区・有田川町生石区
　　　　　　　　　紀美野町消防団・有田川町消防団
■問い合わせ　生石高原観光協会事務局（紀美野町産業課）
　　　　　　　℡ ０７３‐４８９‐５９０１（直通）

生石高原山焼きのお知らせ

広　告

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐ ２４３０‐９９
フリーダイヤル


